
 

 

地域奉仕・環境事業ミニ通信 No.2    地域奉仕・環境事業主任  生雲文枝 (大阪なかのしま) 

 

8 月 31 日から始まった 9 つの部会で、ロールバックマラリアのアピールを４名の主任  

（長壽和子ファンド事業主任、上村眞智子交流事業主任、谷本久美子メネット事業主任と

私、生雲文枝地域奉仕・環境事業主任）が４つのキーワードを使って展開しました。  

 

 事業主任伝言コーナー 
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9 月 14 日 阪和部会  

9 月 15 日 中西部会  9 月 28 日 西中国部
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10 月 5 日  びわこ部会  
加藤信一広報事業主任

のコメットたちも参加  

部会に参加されました皆様、  

ご支援、ご協力いただき、  

有難うございました。  

ロールバックマラリア献金の

締切は 3 月 15 日です。  



 

  

ＥＭＣ事業ミニ通信   No.1           ＥＭＣ事業主任  為国 光俊  （京都パレス） 

例会でのＥＭＣアワー開催  

● 7 月 9 日  滋賀蒲生野クラブ  キックオフ例会にて卓話 

滋賀蒲生野クラブのキックオフ例会ではＥＭＣアワーがおこなわれ

て、卓話の機会を得ました。アットホームな雰囲気の中にも規律あ

る例会を運営されています。今期の会長主題は「ワイズ活動を通じ

て新たな学びを」、まさにＥＭＣそのものです。  

 

各部でのＥＭＣ研修会開催  

●７月 13 日  六甲部ＥＭＣ研修会 

六甲部でＥＭＣ研修会が催されました。六甲部小野ＥＭＣ事業主査

のスピーチでは、メンバー数の過去からの推移を分析され、会員増

強の必要性を唱えられました。六甲部の各クラブは着実にメンバー

管理をおこなわれており、 10 名以下のクラブが存在しない唯一の部

です。ノンドロップに対する認識が高いと感じられました。 

● 7 月 21 日  九州部ＥＭＣシンポジウム 

九州部でも評議会にＥＭＣシンポジウムが併催されました。九州部

の歴史を「過去・現在・未来」に分けてテーマを明確にして、それ

ぞれのテーマを深く掘り下げる充実した内容となりました。そのな

かでもメンバー数が少ないクラブに対して、各クラブや九州部がど

れだけサポートできるのかといった活発な議論が交わされていました。  

● 7 月 26 日  京都部ＥＭＣ懇談会 

70 名を超えるメンバーが出席され、フェイスブックを使ったメンバ

ー増強の手法や青年会員を 6 名獲得したクラブからの事例紹介があ

りました。また各クラブのＥＭＣ方針の報告があり、メンバー獲得

の数値目標を明確にされていました。メンバー獲得については、ク

ラブ全体の課題と認識されて取り組まれているクラブが多くあり、 

それぞれが自立しながらも活発な情報交換がされていました。 

● 9 月 23 日  阪和部ＥＭＣシンポジウム 

「熱き思いを  ＥＭＣに！！」とのメインタイトルでＥＭＣシンポ

ジウムが開催されました。各クラブでのＥＭＣについての取り組み

が報告され情報共有がおこなわれました。あわせて林ＥＭＣ主査の

リーダシップでＥＭＣ推進チームを各クラブ単位でも立ち上げてい

こうという動きをされています。 

 



ＥＭＣに関する例会への訪問  

●８月 21 日  芦屋クラブ  

入会前オリエンテーションと 3 名入会、芦屋ク

ラブでは、 3 名同時入会がありました。例会運

営も時間厳守で、司会進行もスムーズ、やはり

クラブ運営のお手本のような例会でした。入会前のオリエンテーシ

ョンも、ＹＭＣＡ誕生からワイズの活動に至るまで丁寧に説明され

ていました。印象的だったのは、会費の明細を説明されてクラブ活

動にかかる概算を明示されていたことでした。  

 

 

メネット事業ミニ通信 No.3   谷本久美子メネット事業主任（東広島クラブ）  

 

たくさんの感動をありがとう！ 

９部すべての部会、メネットアワーに参加させていただきました。各部での心のこもったおも

てなし、充実したメネットアワー、障がい者アート企画にとても感動いたしました。またご協

力いただいた全てのメン、メネットの皆様に感謝申し上げます。  

今回は後半の４つの部会、メネットアワーの様子を簡単にお知らせします。  

９月２８日  西中国部部会「障がい者アート展と講演会」   ９月２９日 九州部メネットアワー   
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１０月１２日～１３日 瀬戸山陰部部会  
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１０月５日  びわこ部メネットアワー  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部で開催予定のメネット国内プロジェクト 

 

中西部：とさぼりカーニバル「障がい者アート展」 

日 時：11 月 3 日（日）11:00～14:00 

場 所：大阪土佐堀 YMCA 会館１階ロビー（大阪市西区土佐堀１丁目５－６） 

内 容：原画展示と即売会、カレンダー、パン、クッキーの販売 

京都部：ワイズデー「京都バリアフリーコンサート」での 

メネット事業のジョイント「花松れいなさん文字絵アート作品展」 

 日 時:11 月 4 日 （月・祝日）13：00～開演（12：30 開場） 

    場 所：京都テルサ（テルサホール） 

〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町 70 番地 

   入場料 2,000 円 

  阪和部：阪和部メネットの集い（会費無料） 

    日 時：12 月 5 日（木）13:00～16:00 
場 所：堺市立健康福祉プラザ 大研修室（堺市堺区旭ヶ丘中町４丁３番１号） 

内 容：１．障がい者の方たちとの交流報告  

２．堺から世界へ（山崎宥君のお母さんのお話） 

３．  施設に集うみなさんとの交流  

（沖縄民謡を中心とした沖縄バンド、島唄三線で大爆笑！）  

メネットの集いに先立ち、堺市市役所本館１Ｆロビーで開催中の第 33 回堺市障が

い者作品展（大阪泉北クラブ主催）にてアート鑑賞予定  

  
 
 
 
 
 

皆様、部会、メネットアワーでは大変お世話になりま

した。 3 人一致団結して頑張ってまいりますのでどう

ぞよろしくお願いいたします。 

また振込用紙によるメネット献金は徐々に集まり始

めています。各部での国内プロジェクト企画への支払

もありますので、年内にお振込いただければ幸いで

す！  

 

（左から）藤川眞澄会計・谷本久美子・ 

益国トシ子書記  （敬称略） 



ファンド事業ミニ通信 №2  ファンド事業主任 長壽 和子（岡山クラブ）  

 

 

   「部会 参加させていただきました。」  

 

金沢（中部部会）から、男鹿島（瀬戸山陰部会）まで全ての部

会に参加させていただきました。自称「嵐を呼ぶ男」高瀬理事の

せいなのか、部会に合わせたように週末ごとの台風接近でしたが、たいした影響もなくど

の部会でも充実した時間を過ごさせていただきました。  

 部会訪問にあたり、２つの目標をたてました。  

 

 【目標 その１．】 各部長の皆様、ファンド主査の皆様に「ファンド事業の手引」をお

渡しすること。  

前年度の手引きを参考に作成した 2013~2014 年度版「ファンド事業の手引」を郵送では

なく直接お顔を見ながらお渡しできたことがとてもよかった

と思います。また、どなたが見てもファンド事業の大まかな

全容がわかるように、ＢＦ・ＥＦ・ＪＷＦについてまとめた

表を各クラブ会長にお渡しいただくようにお願いしました。  

 

 【目標 その２．】 一人でも多くの方にファンド事業主任

である私の顔と名前をおぼえていただくこと。  

まず握手でごあいさつ。そして、懇親会では名刺を持ってごあいさつに回らせていただ

きました。この場合私の名前はみなさまに覚えていただき易く「ちょうじゅさんですか？

おかげのありそうな名前ですね。」「いえいえ、私にさわってもおかげはありませんよ。」と

か、西中国部のファンド事業主査は、財満さん・・・「ファンドにはぴったりのお名前です

ね。」などと名前をめぐって親しくお話しをすることもできました。また、ロールバック・

マラリアのＰＲをお手伝いさせていただいたことも名

前を知っていただく良い機会になりました。  

 

 それぞれの部がそれぞれの地域性や特色を生かした

部会でした。各部会でのあたたかいおもてなしに感謝

いたします。  

 最後に、部会でファンド事業のＰＲをいたしませんでしたが、今回の部会、周年記念式

典などが盛会に終わったことを記念し、ＪＷＦ献金にご協力いただきますようお願い申し

上げます。  

 


